
東海防衛支局

冬号の内容

♦令和２年版防衛白書

♦周辺対策事業の紹介（伊勢市）

♦採用業務の紹介（業務セミナー・現場説明会）

♦愛三岐の街から（犬山市）

♦東海３県の防衛生産・技術基盤（Ｆ-１５戦闘機）

２０２０
令和２年

冬東 海 防 衛 だ よ り

愛知・岐阜・三重３県の防衛広報誌

犬山城



サッカー場

ソフトボール場

多目的広場

令
和
２
年
７
月
14
日
、
令
和
２
年

版
防
衛
白
書
が
閣
議
配
布
さ
れ
ま
し

た
。防

衛
白
書
は
、
わ
が
国
の
現
状
と

課
題
及
び
そ
の
取
組
に
つ
い
て
広
く

内
外
へ
の
周
知
を
図
り
、
そ
の
理
解

を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年
刊

行
さ
れ
て
い
ま
す
。
令
和
２
年
版
防

衛
白
書
で
刊
行
か
ら
50

周
年
を
迎
え

ま
し
た
。

表
紙
に
は
、
よ
り
多
く
の
読
者
の

方
に
親
し
み
を
も
っ
て
い
た
だ
く
よ

う
、
ま
た
、
日
本
の
防
衛
白
書
で
あ

る
と
の
点
も
体
現
す
る
観
点
か
ら
、

載
す
る
な
ど
、
よ
り
わ
か
り
や
す
く
、

使
い
や
す
い
白
書
を
追
求
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
防
衛
白
書
の
海
外
へ
の

発
信
の
重
要
性
を
踏
ま
え
、
白
書
本

冊
に
つ
い
て
は
英
語
版
を
、
ダ
イ
ジ

２０２０年（令和２年）冬号

地方協力

確保事務

令
和
２
年
版

防
衛
白
書
（
日
本
の
防
衛
）

こ
と
と
し
ま
し
た
。

本
年
の
防
衛
白
書
に
お

い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る

防
衛
省
・
自
衛
隊
の
活
動
、

大
雨
や
台
風
、
豚
熱
等
に

対
す
る
災
害
派
遣
活
動
や

中
東
地
域
に
お
け
る
日
本

関
係
船
舶
の
安
全
確
保
の

た
め
の
情
報
収
集
活
動
の
開
始
な
ど
、

令
和
元
年
度
の
内
容
を
中
心
に
、
重

要
な
国
際
情
勢
や
防
衛
省
・
自
衛
隊

の
活
動
に
つ
い
て
、
全
体
像
が
分
か

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国

内
外
で
様
々
な
活
動
に
従
事
す
る
約

50

名
の
自
衛
隊
員
の
声
や
、
本
文
に

関
連
し
た
50

本
以
上
の
動
画
（
即
時

再
生
が
可
能
な
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
を
掲

ェ
ス
ト
版
に
つ
い
て
は
英
語
、
ロ
シ

ア
語
、
中
国
語
、
韓
国
語
、
フ
ラ
ン

ス
語
版
を
防
衛
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

防
衛
白
書
の
概
要

「
令
和
」
と
い
う
元
号
が
万
葉
集
の

梅
の
花
の
歌
に
由
来
し
て
い
る
こ
と

を
踏
ま
え
、
梅
の
花
と
色
を
用
い
る

と
と
も
に
、
50

年
前
に
創
刊
さ
れ
た

当
時
の
防
衛
白
書
の
表
紙
に
も
用
い

ら
れ
て
い
た
富
士
山
と
、
陸
・
海
・

空
の
３
自
衛
隊
の
マ
ー
ク
を
用
い
る

２



令
和
２
年
版
防
衛
白
書
は
、
防
衛

省
・
自
衛
隊
の
活
動
や
わ
が
国
を
取

り
巻
く
安
全
保
障
環
境
に
つ
い
て
、

読
者
の
皆
様
に
こ
れ
ま
で
以
上
に
ご

理
解
い
た
だ
き
、
ま
た
親
し
み
を
も

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
追
求
し
て
お

り
、
大
き
な
特
色
の
一
つ
で
あ
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す

る
防
衛
省
・
自
衛
隊
の
総
力
を
挙
げ

た
活
動
に
つ
い
て
、
白
書
本
文
だ
け

で
は
な
く
、
巻
頭
特
集
「
防
衛
こ
の

１
年
」
に
お
い
て
も
多
数
の
写
真
を

交
え
て
大
き
く
取
り
上
げ
て
多
面
的

に
紹
介
し
て
お
り
、
わ
が
国
を
含
む

国
際
社
会
の
安
全
保
障
上
の
重
大
な

脅
威
と
な
っ
た
こ
と
も
踏
ま
え
、
重

点
的
に
か
つ
、
わ
か
り
や
す
い
記
述

に
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
防
衛

省
・
自
衛
隊
の
取
組
と
し
て
、
ク
ル

ー
ズ
船
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン

セ
ス
号
」
へ
の
対
応
、
宿
泊
施
設
に

お
け
る
支
援
、
水
際
対
策
強
化
に
係

る
災
害
派
遣
、
自
衛
隊
病
院
等
へ
の

陽
性
者
の
受
入
れ
、
各
国
と
の
防
衛

相
電
話
会
談
の
実
施
な
ど
、
長
期
間

に
わ
た
る
幅
広
い
内
容
と
な
っ
て
い

る
こ
と
も
踏
ま
え
、
白
書
本
文
に
お

い
て
、
そ
の
取
組
を
網
羅
的
に
記
述

す
る
と
と
も
に
、
紹
介
し
て
い
ま
す
。

東
海
防
衛
支
局
で
は
、
管
轄
区
域

内
の
地
方
公
共
団
体
の
長
等
に
対
し
、

防
衛
省
・
自
衛
隊
の
各
種
施
策
の
基

本
的
事
項
等
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、

可
能
な
限
り
防
衛
省
・
自
衛
隊
の
施

策
に
対
す
る
問
題
意
識
や
要
望
等
の

把
握
に
努
め
、
地
方
公
共
団
体
等
の

幅
広
い
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
防

衛
省
・
自
衛
隊
と
地
方
公
共
団
体
と

の
連
携
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

９
月
に
は
、
大
村
愛
知
県
知
事
、

古
田
岐
阜
県
知
事
及
び
鈴
木
三
重
県

知
事
に
防
衛
白
書
の
説
明
を
実
施
し

ま
し
た
。

ま
た
、
東
海
防
衛
支
局
に
お
い
て

は
、
中
部
方
面
総
監
部
及
び
そ
の
他

の
部
隊
等
の
協
力
を
得
つ
つ
、
愛
知

県
、
岐
阜
県
及
び
三
重
県
内
の
約
60

の
市
町
村
等
に
防
衛
白
書
の
説
明
・

配
布
を
行
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
地
方
協
力
本
部
が
実
施
す

る
も
の
を
あ
わ
せ
、
管
内
の
全
て
の

地
方
公
共
団
体
に
白
書
の
説
明
・
配

布
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

防
衛
白
書
は
一
般
の
書
店
で
販
売

２０２０年（令和２年）冬号

し
て
い
る
ほ
か
、
防
衛
省
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
電
子
版
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://www.mod.go.jp/j/
publication/wp/index.html

防衛省ホームページ
（防衛白書）

大村愛知県知事（右）

古田岐阜県知事（左） 鈴木三重県知事（左奥）

地
元
首
長
へ
の
説
明

３



防
衛
施
設
周
辺
対
策
事
業
と
は
、
自
衛
隊
等

の
行
為
又
は
防
衛
施
設
の
設
置
若
し
く
は
運
用

に
よ
り
生
ず
る
障
害
を
防
止
又
は
軽
減
す
る
た

め
の
事
業
で
す
。

伊
勢
市
立

保
育
所
ゆ
り
か
ご
園

・

小
俣
幼
稚
園
（
機
能
復
旧
工
事
）

防 衛 施 設

周辺対策事業

明野飛行場

周辺

保
育
所
ゆ
り
か
ご
園
・
小
俣
幼
稚
園
の
先
生
の
声

空
調
機
器
の
復
旧
工
事
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

今
夏
の
猛
暑
の
中
、
屋
内
の
保
育
・
教
育
活
動
が
、

涼
し
く
快
適
な
環
境
で
で
き
ま
し
た
。
園
児
た
ち

も
元
気
よ
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

２０２０年（令和２年）冬号

防
衛
省
で
は
、
防
衛
施
設
周
辺
の
生

活
環
境
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
に
基

づ
き
、
地
方
公
共
団
体
な
ど
が
、
航
空

機
騒
音
を
防
止
又
は
軽
減
す
る
た
め
に

行
う
学
校
や
幼
稚
園
、
保
育
所
等
の
防

音
工
事
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
防
音
工
事
後
約
15
年
以
上
経

過
し
た
施
設
の
う
ち
、
工
事
の
際
に
設

置
し
た
空
気
調
和
設
備
（
冷
暖
房
機
器

類
）
の
機
能
が
著
し
く
低
下
し
た
施
設

に
お
い
て
、
そ
の
取
替
工
事
を
行
う
場

合
も
、
機
能
復
旧
工
事
と
し
て
補
助
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

伊
勢
市
立
「
保
育
所
ゆ
り
か
ご
園

」

は
平
成
13
年
度
に
、
「
小
俣
幼
稚
園

」

は
昭
和
53
年
度
に
そ
れ
ぞ
れ
防
音
工
事

を
実
施
し
ま
し
た
が
、
工
事
後
の
年
数

経
過
に
よ
り
、
能
力
の
低
下
や
修
理
・

修
繕
が
顕
著
に
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、

令
和
元
年
度
か
ら
令
和
２
年
度
に
か
け

て
冷
暖
房
機
器
の
取
替
工
事
を
実
施
す

る
た
め
、
「
保
育
所
ゆ
り
か
ご
園
」
に

約
１
千
７
百
万
円

、
「
小
俣
幼
稚
園
」

に
は
約
４
千
百
万
円
の
補
助
金
を
交
付

し
ま
し
た
。

伊勢市立 保育所ゆりかご園（施設外観）保育室

職員室

伊勢市立 小俣幼稚園（施設外観）

保育室 保育室

４



防
衛
省
業
務
セ
ミ
ナ
ー
・
現
場
説
明
会

東
海
防
衛
支
局
職
員
採
用
業
務
の
ご
紹
介

東
海
防
衛
支
局
は
、
防
衛
省
で

働
く
こ
と
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
の

た
め
に
、
陸
上
自
衛
隊
と
合
同
で

｢

業
務
セ
ミ
ナ
ー
」
及
び
「
現
場
見

学
会
」
を
開
い
て
お
り
、
参
加
者
が

直
接
職
員
に
具
体
的
な
業
務
内
容
な

ど
に
関
す
る
質
問
を
し
た
り
、
実
際

の
職
場
の
雰
囲
気
を
体
験
し
て
い
た

だ
く
機
会
を
つ
く
り
ま
し
た
。

本
年
は
、
７
月
と
８
月
に
業
務
セ

ミ
ナ
ー
（
東
海
防
衛
支
局
）
と
現
場

説
明
会
（
陸
自
守
山
駐
屯
地
）
を
計

５
回
計
画
し
、
累
計
で
約
40
名
の
方

に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点

か
ら
、
検
温
や
消
毒
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確
保
に
努
め
て
実

施
し
ま
し
た
。

東
海
防
衛
支
局
で
は
、
職
員
の

採
用
に
関
す
る
取
り
組
み
を
毎
年
行

っ
て
お
り
、
防
衛
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
案
内
し
て
い
ま
す
の
で
、
防
衛

省
で
働
く
こ
と
に
興
味
が
あ
る
方
は

是
非
参
加
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

２０２０年（令和２年）冬号

職 員 採 用

業務セミナー（東海防衛支局）

若手職員との懇談会

職場見学・業務概要説明装備品等概要説明

現場説明会（陸上自衛隊守山駐屯地）

防衛局業務概要説明

【
参
加
者
の
声
】

・
直
接
お
話
を
聞
き
、
業
務
の
内
容
や
職
員
の
方
の
人
柄
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

・
働
く
人
の
生
の
声
を
聞
き
、
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
わ
き
ま
し
た
。

・
多
様
な
業
務
に
関
わ
れ
る
こ
と
と
、
大
き
な
組
織
で
あ
る
こ
と
が
実
感
で
き
ま
し
た
。

・
日
本
の
防
衛
の
た
め
に
働
く
、
自
衛
隊
の
サ
ポ
ー
ト
を
で
き
る
こ
と
に
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。

５

防衛省業務概要説明



【
自
衛
隊
と
の
関
わ
り
】

い
ぬ
や
ま

「
愛
三
岐
の
街
か
ら
」

愛
知
県

犬
山
市

犬
山
市
は
愛
知
県
の
最
北
端
に
位
置

し
、
清
流
木
曽
川
や
緑
豊
か
な
里
山
な

ど
の
自
然
と
、
国
宝
犬
山
城
や
古
墳
を

は
じ
め
と
し
た
歴
史
遺
産
、
地
域
に
根

付
く
伝
統
あ
る
祭
り
な
ど
、
多
彩
な
地

域
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
道
路
や
鉄
道
網
な
ど
都
市
部

と
の
ア
ク
セ
ス
も
良
く
、
市
民
活
動
が

活
発
で
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
し
っ
か

り
し
て
い
る
犬
山
市
は
、
ま
さ
に
「
住

ん
で
良
し
」
、
「
訪
れ
て
良
し
」
、
「

商
売
や
っ
て
良
し
」
を
実
感
で
き
る
ま

ち
で
す
。

山田拓郎 犬山市長

犬山祭

昨年の読売犬山ハーフマラソン会場での自衛隊車両展示

６

入鹿池

く
な
っ
て
い
ま
す
。
工
業
系
の
企
業
誘

致
や
市
内
企
業
の
事
業
拡
張
な
ど
を
促

す
産
業
集
積
誘
導
エ
リ
ア
を
見
直
し

、

「
し
ご
と
の
場
」
を
提
供
す
る
企
業
誘

致
、
市
内
企
業
の
事
業
拡
張
の
支
援
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
恵
ま
れ
た
地
域
資
源
を
広
く

知
ら
せ
る
た
め
に
ふ
る
さ
と
納
税
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
平
成
30

年
度
の

集
計
で
は
「
愛
三
岐
の
街
」
の
中
で
は

９
番
目
で
約
６
億
円
、
令
和
元
年
度
は

約
６
億
５
千
万
円
の
応
援
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

子
育
て
施
策
へ
の
応
援
が
多
く
、
返
礼

品
は
地
元
企
業
の
ベ
ビ
ー
用
品
が
人
気

で
す
。

２０２０年（令和２年）冬号

【
人
が
輝
き

地
域
と
活
き
る

“
わ

”
の
ま
ち

犬
山

】

豊
か
な
自
然
が
あ
る
反
面
、
面
積
の

約
45

％
が
山
林
の
た
め
土
砂
災
害
な
ど

も
危
惧
さ
れ
、
も
し
も
の
災
害
時
に
は

自
衛
隊
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
が
大
き
な

力
に
な
り
ま
す
。
平
時
に
も
市
の
行
事

に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
毎
年
２
月
に

行
わ
れ
る
「
読
売
犬
山
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
」
（
令
和
２
年
お
よ
び
令
和
３
年
２

月
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
中
止
）
で

は
、
春
日
井
駐
屯
地
か
ら
陸
上
自
衛
隊

の
ジ
ー
プ
や
バ
イ
ク
な
ど
を
展
示
し
て

い
た
だ
き
、
気
軽
に
記
念
撮
影
な
ど
に

応
じ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
後
も

こ
の
協
力
体
制
を
確
固
た
る
も
の
と
し
、

市
民
の
自
衛
隊
の
活
動
へ
の
理
解
が
深

ま
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

国
宝
の
「
犬
山
城
」
と
そ
の
「
城

下
町
」
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

の
「
犬
山
祭
」
、
世
界
か
ん
が
い
施

設
遺
産
で
あ
る
「
入
鹿
池
」
、
各
テ

ー
マ
パ
ー
ク
な
ど
、
東
海
地
方
有
数

の
観
光
都
市
で
あ
る
一
方
、
犬
山
市

を
支
え
て
い
る
基
幹
産
業
は
製
造
業

で
す
。
昭
和
30

年
代
後
半
か
ら
犬
山

市
の
工
業
は
急
速
な
発
展
を
と
げ
て

き
ま
し
た
。
現
在
、
犬
山
市
で
働
い

て
い
る
人
は
、
男
性
・
女
性
と
も
に

製
造
業
で
働
い
て
い
る
人
が
最
も
多



冷
戦
当
時
、
東
西
諸
国
間
の
対
立

が
増
す
中
、
我
が
国
に
お
い
て
は

、

１
９
５
４
年
に
航
空
自
衛
隊
が
創
設

さ
れ
、
Ｆ
ー
８
６
戦
闘
機
が
日
本
の

防
空
の
任
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。そ

の
後
、
米
国
か
ら
導
入
し
た
Ｆ

ー
１
０
４
、
Ｆ
ー
4
、
Ｆ
ー
１
５
戦

闘
機
や
、
我
が
国
で
開
発
し
た
Ｆ
ー

1
、
Ｆ
ー
2
戦
闘
機
を
導
入
し
、
防

空
能
力
を
向
上
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

現
在
で
も
防
空
能
力
の
強
化
が
進

め
ら
れ
、
Ｆ
ー
３
５
の
取
得
や
、
Ｆ

ー
2
の
後
継
機
は
国
際
協
力
を
視
野

に
入
れ
我
が
国
主
導
の
開
発
に
着
手

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
長
年
国
防
を
担
っ
て
き
た

Ｆ
ー
１
５
も
近
代
化
改
修
を
施
し

、

引
き
続
き
活
躍
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

技
術
の
進
歩
を
反
映
し
、
新
し
い
戦

闘
機(

ロ
シ
ア
の
Ｓ
ｕ
ー
３
５
や
中

国
の
Ｊ
ー
２
０
等) 

が
配
備
・
増
強

さ
れ
、
航
空
戦
力
が
強
化
さ
れ
て
い

ま
す
。

新
た
な
防
衛
計
画
の
大
綱
の
策
定
と
こ
れ
を
支
え
る

東
海
三
県
の
防
衛
生
産
・
技
術
基
盤
（
そ
の
三
）

Ｆ
ー
1
５
戦
闘
機(

能
力
向
上)

防衛装備品

調達事務

７ ２０２０年（令和２年）冬号

自
衛
隊
の
戦
闘
機
の
歴
史

Ｓｕ－３５
戦闘機

同
工
場
で
は
、
戦
前
に
は
零
式

艦
上
戦
闘
機
（
ゼ
ロ
戦
）
を
製
造

し
、
戦
後
も
数
多
く
の
戦
闘
機
を

開
発
、
生
産
等
を
す
る
な
ど
長
い

歴
史
を
有
し
て
き
ま
し
た
（
前
身

工
場
を
含
む
。
）
。

現
在
は
、
前
述
の
Ｆ
ー
１
５
能

力
向
上
改
修
、
Ｆ
ー
2
能
力
向
上

改
修
な
ど
を
実
施
し
、
本
年
か
ら

は
Ｆ
ー
３
５
の
整
備
が
開
始
さ
れ

る
な
ど
、
自
衛
隊
の
戦
闘
機
の
サ

ポ
ー
ト
を
す
る
重
要
な
拠
点
と
な

っ
て
い
ま
す
。

当
支
局
は
、
同
工
場
内
に
約
２

０
名
の
検
査
官
を
常
駐
さ
せ
、
こ

れ
ら
の
改
修
、
修
理
に
係
わ
る
監

督
や
検
査
を
し
て
お
り
ま
す
。

支
局
の
全
検
査
官
は
、
監
督
・

検
査
を
通
じ
て
安
全
で
高
い
品
質

の
戦
闘
機
な
ど
の
装
備
品
を
自
衛

隊
に
送
り
出
す
こ
と
を
強
く
意
識

し
て
任
務
を
遂
行
し
、
日
本
の
守

り
を
支
え
る
役
割
を
果
た
し
て
参

い
り
ま
す
。

Ｆ
ー
1
５
は
、
１
９
８
０
年
代
か

ら
導
入
が
進
め
ら
れ
、
約
2
０
０
機

が
配
備
さ
れ
、
現
在
で
も
、
空
自
の

主
力
戦
闘
機
と
な
っ
て
い
ま
す
。

他
方
、
我
が
国
の
周
辺
諸
国
に
お

い
て
は
、
近
年
の
経
済
発
展
や
航
空

改修作業を確認する支局の検査官

日
本
の
空
を
守
り
続
け
る

Ｆ
ー
１
５
戦
闘
機

自
衛
隊
の
戦
闘
機
の
製
造
・

修
理
を
支
え
る
東
海
地
区

こ
れ
ら
の
戦
闘
機
の
製
造
や
修
理

を
支
え
て
き
た
の
は
、
当
支
局
の
管

轄
内
に
あ
る
三
菱
重
工
業
株
式
会
社

の
小
牧
南
工
場( 

愛
知
県
豊
山
町)

で
す
。

②スタンド・オフ・ミサイル
運用能力付与

③搭載ミサイル数の
増加

①電子戦能力の向上

Ｆ－１５能力向上改修（イメージ）
スタンド・オフ・ミサイル(イメージ)

Ｆ
ー
１
５
は
、
今
か
ら
約
３
０
年

以
上
前
に
導
入
さ
れ
た
戦
闘
機
で
あ

り
、
探
知
能
力
の
向
上
を
図
る
た
め

の
搭
載
レ
ー
ダ
ー
の
換
装
、
戦
闘
状

況
表
示
能
力
の
向
上
を
図
る
た
め
の

デ
ー
タ
リ
ン
ク
搭
載
な
ど
の
近
代
化

改
修
を
施
し
対
処
し
て
き
ま
し
た
。

大
綱
等
に
お
い
て
は
、
既
に
近
代

化
改
修
を
実
施
し
た
Ｆ
ー
１
５
を
対

象
に
①
更
な
る
電
子
戦
能
力
の
向
上
、

②
ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
・
ミ
サ
イ
ル
運

用
能
力
の
付
与
、
③
搭
載
ミ
サ
イ
ル

数
の
増
加
等
の
能
力
向
上
を
図
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

（令和元年版防衛白書により作成）

（平成２９年版防衛白書より）

Ｊ－２０戦闘機
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本年９月１日付で東海防衛支局長を拝命した西方です。

東海防衛支局が管轄する東海３県には、多くの防衛施設や防衛生産・

技術基盤が所在しています。

わが国を取り巻く安全保障環境が厳しさを増す中、自衛隊の活動の基

盤を支えるこの地域の重要性は益々大きくなっています。

今後とも、地域の皆様のご理解とご協力を頂けるよう、防衛施設の安

定的運用や防衛装備品の着実な取得などにしっかり取り組む所存ですの

で、よろしくお願い申し上げます。

東海防衛支局長着任紹介

東 海 防 衛 支 局 長

西 方 孝

２ . ９ . １ 着 任

岐阜飛行場周辺の住宅防音事業に関するお知らせ

防音建具機能復旧工事について、75Ｗ以上80W未満の区域では、これまで昭和60年度ま

でに防音工事を実施した住宅を対象に希望届の受付を行っていましたが、令和2年10月より、
防音工事実施後、10年以上経過している住宅を対象に、希望届の受付を開始することとなり
ました。
補助の対象となる工事など、詳細は東海防衛支局ホームページをご覧いただくか、下記まで

お問合せ下さい。

※防音工事、空気調和機器機能復旧工事の希望届も随時受付をしています。

東海防衛支局ホームページ：「岐阜飛行場周辺における防音建具機能復旧工事の希望届の受付について」

https://www.mod.go.jp/rdb/tokai/oshirase/5-bouon/jyuutaku-bouon/tategufukkyuu-osirase.pdf

お問合せ先：東海防衛支局防音対策課住宅防音係 052-952-8226

周辺財産（移転補償跡地）の有償使用のご案内

航空自衛隊岐阜基地（岐阜飛行場。各務原市）周辺の防衛省

所有の土地について、有償による貸付（使用許可）を行ってお

ります。

駐車場や物置、畑などの利用や、プレハブなど簡易な建物

（住居としては使用できません。）も設置することができます。

対象となる土地や利用の流れなど、詳細は東海防衛支局のホ

ームページをご覧いただくか、下記までお気軽にお問合せ下さい。

東海防衛支局ホームページ：「基地周辺住民の皆様へ」

https://www.mod.go.jp/rdb/tokai/oshirase/R2siyoukyokagoannnai.pdf

お問合せ先：東海防衛支局施設補償管理課 052-952-8224

駐車場利用のイメージ


